
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、北
朝
鮮
に
よ
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
実
験
に
関
す
る
意
見
書
案
な
ど
を
可
決

9
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会
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概
要
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平
成
29
年
９
月
第
2
9
1
回

定
例
会
は
、９
月
21
日
に
開
会
さ

れ
、10
月
10
日
ま
で
の
20
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
平
成

29
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）案
」を
は
じ
め
、

17
件
の
議
案
及
び
58
件
の
報
告
が

上
程
さ
れ
、三
村
知
事
か
ら
提
案

理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
決
算
に
つ

い
て
、会
計
管
理
者
等
か
ら
説
明

が
、決
算
及
び
基
金
の
審
査
結
果

及
び
意
見
に
つ
い
て
、監
査
委
員

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た

り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、お
う
と

う「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」の
ブ
ラ
ン
ド

化
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
行

動
周
知
、自
治
体
病
院
等
機
能
再

編
成
な
ど
に
つ
い
て
、16
名
の
議

員
が
登
壇
し
て
質
問
し
、県
当
局

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
　

10
月
２
日
に
は
、「
平
成
29
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

案
」が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
に
は
、議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、青
森
県
一
般

会
計
補
正
予
算
案
に
計
上
さ
れ

た
費
目
の
事
業
内
容
等
に
つ
い

て
、質
疑
・
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
決
算
特
別
委
員
会
に
、人
事
案

件
を
除
く
議
案
12
件
は
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
10
日
は
、各
常
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熊谷議長と済州特別自治道議会の申（シン）議長

申議長（申　寬弘（シン　クァンホン）氏）は、平成29年11月22日に
御逝去されました。謹んで御冥福をお祈りいたします。

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
、

討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行

わ
れ
、決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

た
議
案
５
件
を
除
く
、知
事
提
出

議
案
13
件
、議
員
提
出
議
案
２
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

青森県議会と韓国・済州特別自治道議会は、
友好交流協定を締結しました。（平成２９年８月７日）



お
う
と
う「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、

生
産
・
販
売
戦
略
が
重
要
と
考
え
る

が
、県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

（
三
村
知
事
）

昨
年
12
月
に
設
立
し
た「
お

う
と
う
『
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
』
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
協
議
会
」に
お
い
て
は
、生

産
・
販
売
が
一
体
と
な
っ
た
全
体
戦

略
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
、実
務
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。全
体
戦
略
で
は
、ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
目
指
す
姿
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、生
産
対
策
の
ほ
か
、認
知
度
や

評
価
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、平
成
32
年
の
本
格
デ
ビ
ュ
ー

に
向
け
て
着
実
に
取
組
を
進
め
る
。

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
肉
牛
の
部
の
結
果
を
受

け
、優
良
子
牛
の
生
産
に
向
け
た
今

後
の
和
牛
改
良
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

肉
用
牛
の
生
産
戦
略

（
農
林
水
産
部
長
）

同
会
で
は
、県
内
の
生
産
者

と
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、全

国
で
も
11
県
に
限
ら
れ
る
全
て
の
部

門
へ
の
出
品
を
果
た
し
、そ
の
能
力

の
高
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。今
後
の
種
雄
牛
づ
く
り
に

当
た
っ
て
は
、平
成
27
年
３
月
策
定

の「
青
森
県
和
牛
改
良
方
針
」に
基

づ
き
、「
第
１
花
国
」を
血
縁
に
持
つ

雌
牛
の
活
用
に
着
目
し
つ
つ
、分
娩

期
間
が
短
い
な
ど
の
繁
殖
能
力
に
優

れ
た
牛
の
育
成
な
ど
、種
雄
牛
と
繁

殖
雌
牛
の
両
面
か
ら
、和
牛
改
良
を

進
め
る
。

問答

問答

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ

た
場
合
に
住
民
が
と
る
べ
き

行
動
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
の
か
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
危
機
管
理
局
長
）

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
、住
民
が

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
情
報
を
受

信
し
た
後
に
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い

て
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、各
市
町
村
に
対
し

住
民
の
理
解
促
進
の
た
め
の
広
報
等

を
実
施
す
る
よ
う
依
頼
し
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
に
よ
り
周
知

を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、引
き

続
き
市
町
村
と
連
携
し
、
住
民
の

方
々
が
と
る
べ
き
行
動
の
周
知
と
理

解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

八
戸
港
及
び
青
森
空
港
に
お

け
る
ヒ
ア
リ
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

ヒ
ア
リ
対
策

（
県
土
整
備
部
長
）

今
年
５
月
の
兵
庫
県
尼
崎
市

及
び
６
月
の
神
戸
港
で
の
ヒ
ア
リ
の

確
認
を
受
け
、国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期

航
路
を
有
す
る
八
戸
港
及
び
国
際

定
期
便
が
就
航
し
て
い
る
青
森
空
港

で
、直
ち
に
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。

７
月
の
調
査
で
も
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、ま
た
、８
月
か
ら
環

境
省
及
び
国
土
交
通
省
に
よ
る
全
国

調
査
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、八
戸
港
に
お
け
る
専
門
業
者
に

よ
る
調
査
に
お
い
て
も
、現
在
の
と

こ
ろ
、ヒ
ア
リ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

国
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、引
き
続
き
ヒ
ア
リ
対
策
に
万
全

を
期
し
て
い
く
。

問答

問答

平
成
２9
年
9
月
第
２
9
1
回
定
例
会　

一
般
質
問

2

おうとう「ジュノハート」

夏堀 浩一 議員
会　派：自由民主党
選挙区：三戸郡

なつ ぼり　 こういち

田中 満 議員
会　派：民進党
選挙区：八戸市

た  なか みつる

全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）
対処に時間的余裕がない、
大地震や大津波などの自
然災害や弾道ミサイルなど
の危機事象に関する緊急
情報を、人工衛星及び地
上回線を用いて全国の地
方公共団体へ配信するた
めに運用しているシステム。

用語解説



労働力不足対策プロジェクトチーム
県農林水産部内９課で構成し、農業、林業、
水産業の分野ごとの労働力不足対策につ
いて、これまでの取組の検証と課題を整
理し、労働力の「確保」と「軽減」の両面か
ら、今後の取組方策の検討を行っている。

用語解説

蛯沢 正勝 議員
会　派：自由民主党
選挙区：上北郡

えび さわ 　　まさ かつ

８
月
の
低
温
・
日
照
不
足
等

に
よ
り
、な
が
い
も
や
ご
ぼ
う

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

野
菜
の
気
象
災
害

（
農
林
水
産
部
長
）

な
が
い
も
は
、県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究
所
と
県
南
地
域

２
か
所
の
生
育
観
測
ほ
に
お
い
て
、

長
さ
重
さ
が
平
年
並
か
平
年
を
下

回
っ
て
お
り
、ご
ぼ
う
は
、長
雨
に
よ

り
黒
斑
細
菌
病
な
ど
の
病
害
も
発

生
し
、地
下
部
の
肥
大
も
遅
れ
て
い

た
が
、天
候
の
安
定
に
よ
り
、生
育

は
回
復
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。今
後

の
生
育
に
つ
い
て
は
、日
照
時
間
が

平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、気
温
が

平
年
よ
り
高
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、肥
大
の
進
み
が
期
待
さ
れ
る
。

県
が
農
林
水
産
部
内
に
設
置

し
た「　

労
働
力
不
足
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
の
労
働
力
不
足

（
農
林
水
産
部
長
）

農
協
の
協
力
を
得
て
、時
期

別
・
作
業
別
の
補
助
労
働
力
の
需
要

を
把
握
す
る
、生
産
者
へ
の
意
向
調

査
の
ほ
か
、補
助
労
働
力
と
し
て
可

能
性
の
高
い
大
学
生
や
主
婦
層
を
対

象
に
面
談
調
査
を
行
い
、効
果
的
な

求
人
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、県
外
の
有
料
職
業
紹
介
事

業
を
行
う
民
間
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
事
例
、農
協
等
に
対
す
る
外
国
人

技
能
実
習
制
度
の
活
用
に
係
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

年
内
を
め
ど
に
取
組
方
策
を
ま
と
め
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問答

問答

3

弘
前
市
立
病
院
と
国
立
病

院
機
構
弘
前
病
院
の
機
能

を
統
合
し
た
新
た
な
中
核
病
院
の
整

備
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

自
治
体
病
院
等
機
能
再
編
成

齊藤 爾 議員
会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

さい とう  ちかし

（
健
康
福
祉
部
長
）

新
た
な
中
核
病
院
の
整
備
に

つ
い
て
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
二

次
救
急
医
療
体
制
の
再
構
築
、人
口

減
少
に
伴
う
患
者
数
の
減
や
高
齢

化
の
進
行
に
伴
う
疾
病
構
造
の
変
化

へ
の
対
応
等
を
勘
案
し
提
案
し
た
も

の
で
あ
り
、二
次
救
急
医
療
体
制
の

強
化
を
は
じ
め
、周
産
期
医
療
・
災

害
医
療
な
ど
の
政
策
医
療
へ
の
対
応

強
化
、が
ん
診
療
機
能
の
高
度
化
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
な

ど
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、弘
前
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
若
手
医
師
の
育
成
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

噴
火
火
山
が
活
発
化
し
た
場

合
の
避
難
路
と
し
て
、津
軽

岩
木
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
活
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、県
の
見
解
を
伺
う
。

火
山
防
災
対
策

問答

問

津軽岩木スカイライン

（
危
機
管
理
局
長
）

岩
木
山
の
噴
火
活
動
が
活
発

化
し
た
場
合
は
、噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

２（
火
口
周
辺
規
制
）に
上
が
っ
た
段

階
で
、津
軽
岩
木
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や

登
山
道
の
立
入
規
制
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、突
発
的
な
噴
火
の
際

に
は
、津
軽
岩
木
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を

使
っ
た
避
難
が
有
効
と
な
る
場
合
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、岩
木

山
に
係
る
避
難
計
画
を
具
体
化
し
て

い
く
中
で
、避
難
経
路
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答



4

関 良 議員
会　派：青和会
選挙区：青森市

せき  りょう

畠山 敬一 議員
会　派：公明・健政会
選挙区：八戸市

はたけやま  けい いち

大
型
化
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致

（
県
土
整
備
部
長
）

青
森
港
で
は
、国
直
轄
事
業

に
よ
り
、市
街
地
に
近
い
新
中
央
埠

頭
の
岸
壁
を
延
伸
す
る
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
沖
館
埠

頭
に
接
岸
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
13

万
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
、新
中

央
埠
頭
に
接
岸
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

県
に
お
い
て
も
、航
行
安
全
調
査
委

員
会
を
開
催
し
、ク
ル
ー
ズ
船
の
大

型
化
に
対
応
し
た
、入
出
港
時
の
風

速
や
波
の
高
さ
な
ど
に
関
す
る
基
準

の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、13
万

ト
ン
級
を
超
え
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

の
受
入
れ
に
向
け
、沖
館
埠
頭
の
係

留
施
設
の
機
能
強
化
を
国
に
働
き

か
け
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
待
機
者
数
の
状
況
と
待

機
者
の
解
消
に
向
け
た
施
設
整
備
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

特
養
の
入
所
待
機
者

（
健
康
福
祉
部
長
）

入
所
待
機
者
数
は
、平
成
28

年
４
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た
調

査
で
は
、１
，０
０
１
人
と
な
っ
て
お

り
、平
成
25
年
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
た
前
回
調
査
か
ら
、２
，３
１

８
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。在
宅

で
の
介
護
が
困
難
な
入
所
待
機
者

も
多
く
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、必
要

な
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
お
り
、今
年
度
、必
要
量
を

踏
ま
え
て
、「
青
森
県
介
護
保
険
事

業
支
援
計
画
」を
策
定
し
、施
設
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

問答

本
県
の
災
害
危
険
箇
所
に
立

地
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
に

お
け
る　

非
常
災
害
対
策
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

非
常
災
害
対
策
計
画

（
健
康
福
祉
部
長
）

平
成
29
年
２
月
か
ら
実
施
し

た
調
査
で
は
、
災
害
危
険
箇
所
に
立

地
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
の
う
ち
、

水
害
・
土
砂
災
害
を
含
む
非
常
災

害
対
策
計
画
を
策
定
し
て
い
る
施
設

数
は
、
立
地
地
域
に
よ
り
重
複
し
て

い
る
施
設
も
あ
る
が
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
つ
い
て
は
82
か
所
の
う
ち

30
か
所
、
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て

は
４
０
２
か
所
の
う
ち
１
３
６
か
所
、

こ
れ
ま
で
に
公
表
し
た
津
波
浸
水
予

測
図
に
基
づ
く
浸
水
域
に
つ
い
て
は
、

１
６
５
か
所
の
う
ち
１
０
９
か
所
と

な
っ
て
い
る
。

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

選
考
試
験
の
受
験
資
格
の
見

直
し
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

身
体
障
害
者
選
考
試
験

（
人
事
委
員
長
・
教
育
長
）

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
趣

旨
等
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
、

人
事
委
員
会
が
行
う
身
体
障
害
者

採
用
選
考
試
験
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
は
、「
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、

か
つ
介
助
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
者
」
と
の
要
件
を
削
除
す
る

と
と
も
に
、
受
験
可
能
年
齢
を
引
き

上
げ
る
見
直
し
を
、
県
教
育
委
員

会
が
行
う
身
体
障
害
者
特
別
選
考

の
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、「
介
助

者
な
し
に
教
員
と
し
て
の
職
務
の
遂

行
が
可
能
で
あ
る
者
」
と
の
要
件
を

削
除
す
る
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問答

問答

クルーズ船入港時の様子

非常災害対策計画
社会福祉施設等が、地震、風水害、火
災その他の非常災害時に利用者の安
全を確保するために、避難方法や関係
機関の連携体制等非常災害対策とし
て講ずべき必要な措置について策定
する具体的な計画。

用語解説
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横浜 力 議員
会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

よこ はま　つとむ

寺田 達也 議員
会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市

てら　だ   たつ  や

ヒ
ラ
メ
の
価
格
向
上
に
向
け

た
県
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

ヒ
ラ
メ
の
価
格
向
上

（
三
村
知
事
）

本
県
の
恵
ま
れ
た
海
洋
環
境

で
育
っ
た
ヒ
ラ
メ
は
、知
名
度
を
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
向
上
が
期
待

で
き
る
、本
県
を
代
表
す
る
魚
種
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

情
報
発
信
や
高
鮮
度
・
高
速
輸
送

サ
ー
ビ
ス「
A
！
P
r
e
m
i
u
m
」

の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
、高
い
価

格
で
の
取
引
が
見
込
ま
れ
る
、西
日

本
の
高
級
店
な
ど
の
販
路
開
拓
に
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、今
年
度
か
ら
は

量
販
店
に
お
い
て
漁
業
者
自
ら
が
品

質
の
良
さ
や
美
味
し
い
食
べ
方
を
伝

え
て
販
売
す
る
取
組
を
行
う
な
ど
、

品
質
の
良
さ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、価

格
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

国
道
２
７
９
号
二
枚
橋
バ
イ

パ
ス
の
整
備
状
況
と
二
枚
橋

バ
イ
パ
ス
以
北
の
む
つ
市
大
畑
町
木

野
部
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

下
北
半
島
地
域
の
道
路
整
備

（
県
土
整
備
部
長
）

国
道
２
７
９
号
二
枚
橋
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
ハ
ー

モ
ニ
ー
橋
を
含
む
１．５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
供
用
し
て
お
り
、今
年
度
は
、仮

称
二
枚
橋
２
号
橋
、二
枚
橋
３
号
橋

の
上
部
工
事
、道
路
改
良
工
事
を
進

め
て
い
る
。む
つ
市
大
畑
町
木
野
部

地
区
に
つ
い
て
は
、下
北
地
域
広
域

避
難
路
基
本
調
査
に
お
け
る
長
期

計
画
に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、こ
の
計

画
の
具
体
化
に
向
け
た
調
査
検
討
の

一
部
と
し
て
検
討
す
る
。

問答

問答

　
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に

向
け
た
自
治
体
病
院
機
能

再
編
成
に
つ
い
て
、県
で
は
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

自
治
体
病
院
機
能
再
編
成

（
三
村
知
事
）

地
域
医
療
構
想
を
実
現
す

る
た
め
、「
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携

の
推
進
」と
、「
効
率
的
か
つ
質
の
高

い
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」の

２
つ
を
施
策
の
柱
と
し
、そ
の
具
体

的
な
取
組
と
し
て
、自
治
体
病
院
等

の
機
能
再
編
成
の
推
進
を
掲
げ
、各

地
域
で
開
催
す
る
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
等
の
場
に
お
い
て
協
議
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、県
民
の

皆
様
が
必
要
と
す
る
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
、将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
し
っ

か
り
と
構
築
し
て
い
き
た
い
。

県
内
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

（
観
光
国
際
戦
略
局
長
）

国
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に

よ
る
と
、本
県
に
お
け
る
今
年
１
月

か
ら
６
月
ま
で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
は
、東
北
６
県
の
中
で
は
宮
城

県
に
次
ぐ
９
４
，７
４
０
人
泊
と

な
っ
て
お
り
、東
日
本
大
震
災
前
の

平
成
２２
年
の
同
時
期
と
比
べ
る
と
、

３．８
倍
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、昨
年
同

時
期
と
の
比
較
で
は
、１．６
倍
の
伸
び

を
見
せ
、主
な
国
・
地
域
別
の
伸
び

率
で
は
、青
森
・
天
津
間
が
５
月
か

ら
定
期
便
化
さ
れ
た
中
国
が
３．２
倍
と

最
も
大
き
く
、次
い
で
香
港
が
２．４
倍
、

台
湾
が
２．２
倍
、韓
国
が
１．１
倍
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

問答

問答

県の魚「ヒラメ」
（昭和６２年指定）

地域医療構想
医療法に基づき、都道府県の医療計画の一部
として策定するもので、地域の医療需要の将
来推計や医療機関から報告された情報等を
活用して、構想区域ごとに、各医療機能の将
来の必要量を含む地域の医療提供体制の将
来の目指す姿を示したもの。

用語解説
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中
型
イ
カ
釣
り
漁
業
の
安
定

操
業
に
向
け
た
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

イ
カ
釣
り
漁
業
の
安
定
操
業

（
農
林
水
産
部
長
）

ス
ル
メ
イ
カ
に
つ
い
て
は
、大

和
堆
（
や
ま
と
た
い
）で
の
安
全
操

業
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
外
国
漁
船
の
違
法
操
業

の
取
締
り
強
化
の
要
請
等
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
も
、適
時
適

切
に
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

く
。ま
た
、ア
カ
イ
カ
に
つ
い
て
は
、

「
ア
カ
イ
カ
漁
場
予
測
シ
ス
テ
ム
」が
、

変
化
す
る
漁
場
の
位
置
を
高
精
度
で

予
測
で
き
る
よ
う
、県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
水
産
総
合
研
究
所
が
同
シ
ス

テ
ム
の
修
正
や
精
度
向
上
を
図
っ
て

お
り
、予
測
情
報
を
的
確
に
配
信
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
に

係
る
事
務
処
理
の
内
容
と
今
後
の
学

校
へ
の
臨
時
職
員
配
置
に
係
る
県
教

育
委
員
会
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

就
学
支
援
金
事
務

（
教
育
長
）

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

に
関
す
る
学
校
に
お
け
る
事
務
処
理

と
し
て
は
、保
護
者
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
書
類
の
取
り
ま
と
め
や
審
査
を

行
っ
て
い
る
が
、県
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、当
該
事
務
に
係
る
臨
時
職

員
の
学
校
へ
の
配
置
に
つ
い
て
、他
県

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、今
後
、研
究

し
て
い
く
。

問答

問答

松田 勝 議員
会　派：日本共産党
選挙区：八戸市

まつ　た　　まさる

県産スルメイカ

菊池 憲太郎 議員
会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

きく　ち　　けん た　ろう

本
県
に
お
け
る
外
国
人
雇
用

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

外
国
人
の
雇
用
状
況

（
商
工
労
働
部
長
）

平
成
28
年
10
月
末
現
在
、４

８
３
事
業
所
に
お
い
て
、２
，１
４
１

名
の
外
国
人
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て

お
り
、産
業
別
の
雇
用
状
況
を
見
る

と
、製
造
業
で
の
雇
用
が
１
，０
８
１

名
と
最
も
多
く
、次
い
で
教
育
、学

習
支
援
業
の
１
４
１
名
、卸
・
小
売

業
の
１
３
５
名
と
な
っ
て
い
る
。在
留

資
格
別
に
見
る
と
、技
能
実
習
に
よ

る
も
の
が
１
，３
３
９
名
で
最
も
多

く
、次
い
で
永
住
者
や
日
本
人
の
配

偶
者
等
の
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格

が
３
８
１
名
、エ
ン
ジ
ニ
ア
や
通
訳
な

ど
の
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留

資
格
が
２
５
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

第
80
回　

国
民
体
育
大
会

本
大
会
の
今
後
の
会
場
地
市

町
村
選
定
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

第
80
回
国
民
体
育
大
会

（
教
育
長
）

既
に
29
競
技
19
市
町
村
を
第

一
次
選
定
し
て
お
り
、現
在
、10
競
技

が
未
選
定
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
理

由
と
し
て
は
、市
町
村
か
ら
の
開
催

希
望
と
競
技
団
体
の
希
望
と
が
合
致

し
な
い
こ
と
、財
政
的
負
担
等
に
よ

り
市
町
村
か
ら
の
開
催
希
望
が
な
い

こ
と
な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
引
き
続
き
、協
議
、調
整
を
行

い
、今
年
度
内
に
調
整
が
整
っ
た
競

技
に
つ
い
て
は
、第
二
次
選
定
を
行
い
、

国
体
開
催
６
年
前
の
中
央
競
技
団
体

の
正
規
視
察
の
前
ま
で
に
、全
て
の
競

技
の
会
場
地
選
定
を
進
め
た
い
。

問答

問答
用語解説

国民体育大会
広く国民の間にスポーツを普及し、
国民の健康増進と体力の向上を図
り、地方スポーツの振興と地方文
化の発展に寄与することを目的と
して、毎年開催されている国内最
大のスポーツの祭典で、第８０回大
会が２０２５年に青森県で４８年ぶ
りに開催される。
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原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、県
は
も
っ
と
主
体

的
に
関
わ
る
べ
き
と
思
う
が
、見
解

を
伺
う
。

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策

古村 一雄 議員
会　派：無所属
選挙区：青森市

こ　むら　 かず　お

（
危
機
管
理
局
長
）

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、第
一
義
的
に
は
事
業
者

が
責
任
を
持
っ
て
安
全
対
策
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、法
令
に
基
づ
い
て

安
全
規
制
を
行
っ
て
い
る
国
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
。県
と
し
て
も
、立
地

村
と
と
も
に
事
業
者
と
安
全
協
定
を

締
結
し
、
定
期
的
に
報
告
を
受
け
、

ま
た
、環
境
放
射
線
等
の
監
視
を
行

い
、広
報
誌
等
で
公
表
す
る
な
ど
主

体
的
に
関
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、引
き
続
き
、国
、事
業
者
の
対

応
状
況
を
厳
し
く
見
極
め
て
い
く
。

県
民
か
ら
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
中
で
、県
教
育
委

員
会
が
青
森
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
推
進
計
画
第
１
期
実
施
計
画

を
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、知
事
の

見
解
を
伺
う
。

高
等
学
校
教
育
改
革

推
進
計
画

（
教
育
長
）

募
集
停
止
等
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
高
等
学
校
の
所
在
す
る
地
域

な
ど
か
ら
、多
く
の
御
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。県
教

育
委
員
会
で
は
、様
々
な
御
意
見
等

を
丁
寧
に
検
討
し
、「
充
実
し
た
教
育

環
境
の
整
備
」と「
各
地
域
の
実
情
へ

の
配
慮
」の
二
つ
の
観
点
に
意
を
用
い

な
が
ら
、本
県
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
、当
該
実
施
計
画
を

策
定
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問答

問答

小
川
原
湖
流
域
の
汚
水
処

理
施
設
整
備
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

小
川
原
湖
の
水
質
改
善沼尾 啓一 議員

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡

ぬま   お 　　けい いち

（
県
土
整
備
部
長
）

県
で
は
、平
成
28
年
７
月
に

第
４
次
青
森
県
汚
水
処
理
施
設
整

備
構
想
を
と
り
ま
と
め
て
お
り
、小

川
原
湖
流
域
７
市
町
村
の
汚
水
処

理
人
口
普
及
率
を
、昨
年
度
末
時
点

の
84
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、平
成
37
年

度
末
に
92
パ
ー
セ
ン
ト
、平
成
47
年

度
末
に
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。県
で
は
、

町
村
の
下
水
道
事
業
等
に
つ
い
て
、

県
費
補
助
制
度
を
創
設
し
て
財
政

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、国
に
対
し

て
、機
会
あ
る
ご
と
に
下
水
道
整
備

予
算
の
確
保
を
要
望
し
て
お
り
、今

後
も
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

幼
児
教
育
の
推
進
を
図
る
た

め
の
県
教
育
委
員
会
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

幼
稚
園
教
育
要
領
改
定

（
教
育
長
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、平
成

30
年
度
に
完
全
実
施
と
な
る
幼
稚
園

教
育
要
領
の
周
知
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、幼
稚
園
教
員
等
を
対
象
と

し
た
説
明
会
を
開
催
し
、ま
た
、幼
稚

園
等
の
代
表
者
に
よ
る
協
議
会
を
開

催
し
、新
規
採
用
教
員
研
修
に
関
す

る
年
間
研
修
計
画
の
作
成
、研
修
の

評
価
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。ま

た
、現
在
、国
で
は
、幼
児
教
育
の
更

な
る
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、こ
の
モ
デ

ル
事
業
の
成
果
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

幼
児
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

問答

問答

小川原湖

広報誌
「モニタリングつうしんあおもり」
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花田 栄介 議員
会　派：自由民主党
選挙区：青森市

はな　だ    えいすけ

川村 悟 議員
会　派：青和会
選挙区：弘前市

かわ むら　さとる

人
口
減
少
克
服
に
向
け
た
県

の
子
育
て
支
援
の
取
組
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

子
育
て
支
援
の
充
実

（
三
村
知
事
）

結
婚
支
援
で
は
、企
業
間
婚

活
の
促
進
に
よ
る
出
会
い
の
機
会
確

保
に
取
り
組
む
ほ
か
、妊
娠
・
出
産

支
援
で
は
、妊
婦
の
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
関
連
機
関
が
連
携
し

て
支
援
す
る
こ
と
で
、安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。子
育

て
支
援
で
は
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
等
を
図
る
た
め
の
認
証
評
価
制

度
を
開
始
し
、満
足
度
の
高
い
保
育

を
推
進
す
る
。さ
ら
に
、新
た
な
取

組
と
し
て
、女
性
の
継
続
就
業
等
に

取
り
組
む
企
業
を
認
証
す
る
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、仕
事
と
子
育
て

が
両
立
で
き
る
雇
用
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
企

業
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、県
の
認
識
を
伺
う
。

若
者
の
就
職

（
三
村
知
事
）

本
県
の
強
み
を
生
か
し
、今

後
高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
る
農
工
・

食
品
分
野
や
医
療
・
健
康
福
祉
分

野
な
ど
を
中
心
に
、精
力
的
に
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、さ
ら

に
今
年
度
か
ら
、情
報
処
理
サ
ー
ビ

ス
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
、映
像
制
作
な
ど
の
関
連
産
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
致
活
動
を
重

点
的
に
行
っ
て
い
る
。今
後
と
も
、も

の
づ
く
り
産
業
に
加
え
、新
し
い
時

代
に
即
し
た
多
様
な
産
業
分
野
の
立

地
を
促
進
し
、若
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
雇
用
の
創
出
と
県
内
定
着
を

進
め
て
い
く
。

問答

問答

企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
の
た
め
、あ
お
も
り

働
き
方
改
革
推
進
企
業
の
認
証
企

業
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、県
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

働
き
方
改
革
の
推
進

（
健
康
福
祉
部
長
）

認
証
制
度
の
周
知
の
た
め
、

商
工
・
建
設
業
・
労
働
団
体
等
の

協
力
を
得
て
、
県
内
各
地
の
セ
ミ

ナ
ー
等
に
お
い
て
制
度
概
要
等
を
説

明
す
る
ほ
か
、
企
業
を
訪
問
し
直
接

働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結

果
「
人
材
確
保
に
活
用
で
き
る
」
等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
効
果
が
現
れ
始

め
て
い
る
。
現
在
、
県
内
各
地
域
に

優
良
事
例
の
横
展
開
を
図
る
べ
く
優

良
企
業
検
索
サ
イ
ト
の
構
築
も
進
め

て
お
り
、
今
年
度
に
１
０
０
社
の
認

証
を
目
指
し
て
い
る
。

　
あ
お
も
り
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
制
度
を
広
く
県
内
に
普
及

さ
せ
る
た
め
、認
定
要
件
の
拡
充
等

の
見
直
し
も
有
効
な
手
段
と
考
え
る

が
、県
の
考
え
を
伺
う
。

も
の
づ
く
り
人
材

（
商
工
労
働
部
長
）

同
制
度
は
、
平
成
16
年
度

に
「
技
能
検
定
が
あ
る
職
種
は
一
級

（
又
は
準
一
級
）
以
上
の
資
格
取
得

者
、
公
的
資
格
が
あ
る
職
種
は
資

格
取
得
者
」
を
認
定
基
準
に
追
加

し
た
。
一
方
で
、
技
能
検
定
等
に
は

実
施
が
不
定
期
な
も
の
も
あ
る
た

め
、
本
県
で
の
技
能
検
定
等
の
実
施

状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
国
の

類
似
制
度
や
、
他
県
で
の
認
定
要
件

等
を
踏
ま
え
、
申
請
を
検
討
中
の
方

や
業
界
団
体
等
か
ら
広
く
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
認
定
基
準
に
つ
い

て
調
査
中
で
あ
る
。

問答

問答

青森県誘致企業ガイドブック

あおもりマイスター認定制度
ものづくりの基盤技術を支える優れた
技能・技術の伝承・発展や後進の指導
など、人材の育成を図ることを目的に、
平成１２年度に創設したもので、これま
で、１２の技術分野において４３名を認
定している。

用語解説
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谷川 政人 議員
会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

たにかわ　　まさ  と

工藤 兼光 議員
会　派：自由民主党
選挙区：西津軽郡

く　どう   かね みつ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
累
積
赤
字
を
抱
え
る
市

町
村
は
、そ
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革

（
健
康
福
祉
部
長
）

平
成
27
年
度
の
同
特
別
会

計
の
実
質
収
支
が
赤
字
と
な
り
、翌

年
度
の
歳
入
で
そ
の
不
足
分
を
補
て

ん
す
る
繰
上
充
用
を
行
っ
て
い
る
市

町
村
は
６
市
町
村
で
、そ
の
赤
字
額

は
約
27
億
円
と
な
っ
て
い
る
。こ
の

赤
字
に
つ
い
て
は
、各
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
、要
因
分

析
を
行
い
、対
策
を
講
じ
て
計
画
的

に
解
消
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

県
と
し
て
も
、保
険
料
収
納
率
の
向

上
、医
療
費
適
正
化
、保
険
料
率
の

適
正
な
設
定
な
ど
の
取
組
が
確
実

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
指
導
・
助
言
し

て
い
く
。

近
年
の
特
殊
詐
欺
被
害
の

推
移
と
そ
の
傾
向
に
つ
い
て

伺
う
。

特
殊
詐
欺
被
害

（
警
察
本
部
長
）

認
知
件
数
及
び
被
害
総
額

は
、平
成
26
年
が
88
件
、約
４
億
４
，

６
０
０
万
円
、平
成
27
年
が
71
件
、

約
１
億
１
，９
０
０
万
円
、平
成
28

年
が
68
件
、約
２
億
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち
、65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
っ
た
件
数

は
、い
ず
れ
の
年
も
全
体
の
５
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。被
害
金
の
交
付

形
態
は
、平
成
26
年
は
、レ
タ
ー
パ
ッ

ク
等
を
利
用
し
て
現
金
を
送
ら
せ
る

形
態
が
最
も
多
く
、次
い
で
金
融
機

関
な
ど
で
現
金
を
振
り
込
む
形
態

と
な
っ
て
い
た
が
、平
成
27
年
、平

成
28
年
は
、現
金
を
振
り
込
む
形
態

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

問答

問答

本
県
日
本
海
地
域
に
お
け
る

水
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

水
産
業
振
興

（
三
村
知
事
）

日
本
海
地
域
の
水
産
業
を

維
持
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

回
遊
魚
種
を
対
象
と
す
る
漁
業
に
過

度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、栽
培
漁

業
や
資
源
管
理
型
漁
業
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、「
養
殖
業
」に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、地
元
漁
協
等
と
連
携
し

な
が
ら
、深
浦
町
で
の
サ
ー
モ
ン
や

ホ
タ
テ
ガ
イ
、海
藻
類
等
の
海
面
養

殖
試
験
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の

結
果
を
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

津
軽
自
動
車
道
の
未
着
手

区
間
で
あ
る「
柏
〜
浮
田
」

間
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

津
軽
自
動
車
道
の
整
備

（
県
土
整
備
部
長
）

津
軽
自
動
車
道
は
、国
直
轄

事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、こ

れ
ま
で
に
延
長
約
38
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、22
・
9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
供

用
さ
れ
て
い
る
。未
着
手
区
間
で
あ

る「
柏
〜
浮
田
」間
に
つ
い
て
は
、本

年
９
月
６
日
、つ
が
る
市
、五
所
川

原
市
及
び
鰺
ヶ
沢
町
の
同
席
の
下
、

国
か
ら
都
市
計
画
の
素
案
を
受
け
取

る「
手
交
式（
し
ゅ
こ
う
し
き
）」が

行
わ
れ
、都
市
計
画
決
定
の
手
続
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、県

で
は
、こ
の
素
案
に
係
る
説
明
会
、

公
聴
会
を
開
催
す
る
な
ど
都
市
計

画
決
定
の
手
続
を
円
滑
か
つ
速
や
か

に
進
め
て
い
く
。

問答

問答

都市計画素案「手交式」の様子

用語解説

国民健康保険制度改革
国保に対する国の財政支援の拡充によ
り、財政基盤の強化を図るとともに、平
成３０年度から、都道府県が財政運営の
責任主体となり、市町村とともに保険者
として国保の運営を担う。



　

総
務
企
画
危

機
管
理
委
員
会

は
、８
月
29
日
か

ら
31
日
に
か
け
て

三
八
・
上
北
地
区

及
び
岩
手
県
に

お
い
て
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
お
い
ら
せ
町
で

は
、空
き
店
舗
活

用
支
援
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答
後
、商
店
街

の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
に
開
設
し
た
街
な
か

サ
ロ
ン
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
市
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、同
セ
ン

タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交

換
を
す
る
と
と
も
に
施
設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
一
戸
町
の
御
所
野
縄
文
博
物
館
で

は
、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
御
所
野
遺
跡

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
す
る
と

と
も
に
館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、御
所
野
遺
跡
の
視
察
を
行
い
、世
界

遺
産
登
録
を
目
指
す
縄
文
遺
跡
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、

利
用
促
進
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
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総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会

常
任
委
員
会
の
活
動
状
況

御所野縄文博物館の視察

環
境
厚
生
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

　

農
林
水
産
委
員

会
は
、
８
月
23
日

か
ら
25
日
に
か
け

て
、上
北
・
三
八
地

区
及
び
岩
手
県
に

お
い
て
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

七
戸
町
の
十
和

田
お
い
ら
せ
農
業

協
同
組
合
で
は
、

ト
マ
ト
選
果
設
備
の
導
入
及
び
稼
動
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答
後
、ト
マ
ト
選

果
設
備
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

十
和
田
市
の
ほ
場
で
は
、低
温
と
日
照
不

足
に
伴
う
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、質
疑
応
答
後
、ほ
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

新
郷
村
の
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
及
び

関
連
施
設
で
は
、新
郷
村
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑

応
答
後
、新
郷
温
泉
館
に
移
動
し
て
、木
質
ボ

イ
ラ
ー
関
連
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
矢
巾
町
の
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
は
、岩
手
県
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
普
及
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑

応
答
後
、施
設
内
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

新郷村の木の駅プロジェクト事業の現場の視察

蓬田村ホタテガイ養殖残渣堆肥化処理施設の視察

　

環
境
厚
生
委
員
会
は
、９
月
７
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
、東
青
・
下
北
地
区
に
お
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

蓬
田
村
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
残
渣
堆
肥
化

処
理
施
設
で
は
、残
渣
の
堆
肥
化
処
理
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答
後
、施
設
内
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

青
森
市
の
青
森
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
後
、セ
ン

タ
ー
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

む
つ
市
の
青
森
ク
リ
ー
ン
で
は
、産
業
廃
棄

物
の
処
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答

後
、施
設
内
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

東
通
村
の
東

通
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、包
括

ケ
ア
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、質
疑
応

答
後
、セ
ン
タ
ー

内
を
視
察
し
ま

し
た
。



　

文
教
公
安
委
員
会
は
、９
月
５
日
か
ら
７
日

に
か
け
て
、西
北
・
中
南
地
区
、秋
田
県
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
で
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に
係
る
取
組
、り
ん
ご
海
外
輸

出
販
売
実
習
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、質
疑

応
答
後
、農
場
施
設
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
交
通
警
察
隊
碇
ヶ
関
分
駐
隊
で

は
、警
察
活
動
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、質
疑
応
答
後
、施
設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
で
は
、学

校
の
概
要
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
後
、校
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
警
察
本
部
警
備
部
機
動
隊
で
は
、

警
察
活
動
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
後
、施
設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。
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建
設
委
員
会

　

建
設
委
員
会

は
、
９
月
６
日

か
ら
８
日
に
か

け
て
、西
北
・
中

南
地
区
、
秋
田

県
に
お
い
て
調

査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

西
北
地
区
で

は
、
西
北
地
域

県
民
局
に
お
い

て
概
況
説
明
を

受
け
た
後
、十
川
広
域
河
川
改
修
事
業
及
び

国
道
３
３
９
号
五
所
川
原
北
バ
イ
パ
ス
道
路

整
備
事
業（
五
所
川
原
市
）、五
所
川
原
車
力

線
道
路
改
築
事
業（
中
泊
町
）、七
里
長
浜
港

港
湾
整
備
事
業（
鰺
ヶ
沢
町
）の
現
地
調
査
を

行
い
、そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
南
地
区
で
は
、中
南
地
域
県
民
局
に
お
い

て
概
況
説
明
を
受
け
た
後
、国
道
１
０
２
号
橋

梁
補
修
工
事（
黒
石
市
）、平
川
広
域
河
川
改

修
工
事（
平
川
市
）、相
馬
常
盤
野
線
道
路
改

良
工
事
（
西
目
屋
村
）の
現
地
調
査
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
田
県
で
は
、鷹
巣
大
館
道
路
（
北
秋
田

市
）、秋
田
駒
ヶ
岳
火
山
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
玉
川
ダ
ム（
仙
北
市
）の
現
地
調
査
を
行

い
、そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
は
、９

月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、東
青
・
下
北
・

上
北
地
区
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
立
美
術
館
で
は
、文
化
芸
術
活
動

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交

換
を
す
る
と
と
も
に
、美
術
館
内
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

ア
ツ
ギ
東
北
株
式
会
社
む
つ
事
業
所
で
は
、

本
県
操
業
50
年
を
迎
え
る
企
業
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
す
る
と
と
も

に
、工
場
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

む
つ
市
北
の
防
人
大
湊　

安
渡
館
・
海
望

館
で
は
、む
つ
市
か
ら
観
光
振
興
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
す
る
と
と
も

に
、
施
設
内

を
視
察
し
ま

し
た
。

　

青
森
県
量

子
科
学
セ
ン

タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の

概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受

け
、
意
見
交

換
を
す
る
と

と
も
に
、
施

設
内
を
視
察

し
ま
し
た
。

商
工
労
働

観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

青森県量子科学センターの視察

文
教
公
安
委
員
会

秋田県警察本部警備部機動隊における視察

鷹巣大館道路の工事現場の視察



12

第291回定例会で可決された議員提出議案及び請願

災
害
及
び
危
機
事
案
に
対
処

す
る
た
め
の
県
の
体
制
に
つ
い

て
伺
う
。風

水
害
や
地
震
津

波
な
ど
の
自
然
災

害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

県
地
域
防
災
計
画
等
に
基

づ
き
、災
害
の
状
況
に
応

じ
、全
庁
体
制
に
よ
り
災

害
応
急
対
策
等
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
着
弾
等
の
武
力
攻
撃
事

態
や
テ
ロ
等
の
緊
急
対
処

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

問答 決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
28
年
度
決
算
を
可
決
・
認
定

　

10
月
４
日
の
本
会
議
で
、
委
員
22

人
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
本
会
議
後
の
組
織
会
で

委
員
長
に
高
橋
修
一
議
員
、
副
委
員

長
に
菊
池
憲
太
郎
議
員
が
互
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
16
日
、
17
日
の
３
日

間
、「
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件
」

を
は
じ
め
、
付
託
さ
れ
た
５
議
案
に

関
し
、
県
が
平
成
28
年
度
に
実
施
し

た
事
業
内
容
、
成
果
等
に
つ
い
て
、

８
名
の
委
員
に
よ
る
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
、
質
疑
後
、
付
託
さ
れ
た
５

議
案
は
全
て
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
　

主
な
質
疑
の
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

県
危
機
管
理
指
針
等
に
基
づ
き
、事

態
の
状
況
に
応
じ
、全
庁
体
制
で
初

動
対
応
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、国
の
事
態
認
定
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、県
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
い
て
、

国
の
指
示
の
下
に
対
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
対
応
の
枠
組
み
を
基

本
に
、県
で
は
現
在
、大
規
模
災
害
等

に
備
え
た
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
、災
害
対
策
本
部
の
組
織
及
び

運
営
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、よ
り
実
践
的
な
訓

練
等
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、課
題

の
把
握
に
努
め
、迅
速
か
つ
効
果
的
な

対
応
が
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
、

適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

○県議会に関するご意見・お問合せについて
〒030－8570　青森市長島1丁目1－1　青森県議会事務局調査課　電話　017（734）9797（直通）

県議会からの
お知らせ

○参議院選挙における合区の解消を求める意見書
今回の合区による選挙はあくまで緊急避難措置であり、公職選挙法の附則において抜本的な見直しについて規定されている

ことから、都道府県が民主政治の単位として機能してきたという実態を踏まえ、合区を早急に解消し、都道府県単位による代表が国政に参加す
ることが可能な選挙制度を構築することを国に対し要望。

○北朝鮮によるミサイル発射及び核実験に関する意見書
北朝鮮に対し厳重に抗議するとともに、国際社会と協調の上、北朝鮮がこのような暴挙を繰り返すことのないよう、問題解決

に向け必要なあらゆる措置を講ずること、高度な警戒態勢を維持しながら、ミサイル発射時におけるより適切な情報伝達、具体的でわかりやすい
避難行動の周知など、国民の安全・安心を守るために必要な、あらゆる実効性のある対策を実施することを国に対し要望。

平成２９年度補正予算関係（4件）
○一般会計２件、特別会計２件
条例関係（4件）
○職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案など４件

その他（5件）
○製造の請負契約の件など5件
議員が提出した議案（2件）
○参議院選挙における合区の解消を求める意見書
○北朝鮮によるミサイル発射及び核実験に関する意見書

第２９１回定例会で可決された議案（15件）

決算特別委員会について

意
見
書

○十和田八幡平国立公園十和田湖・南北八甲田連峰噴火対策の策定に関する請願書
○十和田八幡平国立公園における登山道整備の策定に関する請願書

請
願

質疑の様子

高橋　修一 委員長

決算特別委員会は、決算議案が議会に提出された際、そ
の審査のために設置される。審査日数は４日程度とされ、
委員数はおおむね議員の半数とされている。

（意見書の内容）

（意見書の内容）




